
社員一人ひとりが誇りと挑戦マインドを育む グループアイデンティティー 浸透の場。

そして、社内外の知見を融合し、新しい価値を創造する オープンイノベーション 推進の場。

ここから始まる挑戦が、変革を加速させる。

それが「 DIVERS 」です。
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日本ガイシ株式会社
NV推進本部

「持続可能な“食”インフラ実現に、私たちは何ができるか？」

～セラミックスで、食の未来を支える～

文書管理番号:NVBC-25-S-0090
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森 村 グ ル ー プ の 沿 革

3

一
業
一
社

日本陶器
1904年（明治37年）

東洋陶器
1917年（大正6年）

日本碍子
1919年（ 大正8年5月）

森村組
1876年（明治9年）  

日本特殊陶業
1936年（昭和11年）
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売上高推移

（年度）

1919
▼

社会に新しい価値を
そして、幸せを

1931

化学工業用

耐酸機器類

1919

がいし

2018

FGAN
®

2015

HDD 用マイクロ

アクチュエーター

2014

複合ウエハー

2002

家庭用浄水

C1®

2012

ガソリン・パティキュレート・

フィルター

2003

NAS® 電
池

1996

半導体製造装置用

セラミックス

1996
自動車排ガス用

NOx センサー

1958

ベリリウム銅

1976

ハニセラム ®

2016

ニッケルすず銅

1989
ディーゼル・パティキュレート・

フィルター

1998
インクジェットプリンター用

圧電マイクロアクチュエーター

2019

EnerCera
®

1978

低レベル放射性

廃棄物処理装置

高品質で信頼性の高いがいし製造を通じて培った独自

の技術力を核に、産業の発展や人々の暮らしを支え、

社会課題の解決に役立つ製品を次々と生み出すことで

持続的な成長を果たしてきました。

第一の創業：電力の発展による、がいし事業の成長 第二の創業：自動車排ガス規制とグローバル化

歴史に培われた強み
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2050年

目指すこと
DS
デジタル

社会

CN
カーボン

ニュートラル

バックキャスト

で売上高の80％に

2030年に新事業化品 売上1000億円以上を目指す

“New Value 1000”の達成

3

第 三 の 創 業
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NV推進

本部

市場・お客さまニーズを

早期に掴み事業化を推進する

連 携

セラミックス材料技術

要素技術・評価技術

差 異 化 技 術

テーマ設定
開発目標設定

試作
装置化
エンジニアリング

コンカレント開発

製造技術

本部

試作から量産技術

装置エンジニアリング・量産品質

研究開発

本部

も の づ く り

マーケティング

外部との知の共有

・ VCへの出資

・ スタートアップへの出資

・ 他社との共創

・ アカデミアとの共研

・ 自治体との取り組み

2 0 2 2 年  マ ー ケ テ ィ ン グ 主 体 の 新 組 織 「 N V 推 進 本 部 」 設 立
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日本の食の構造的な課題

• 生産基盤：農地（面積・質・集約度）、担い手（年齢・規模・技術）

• 上流資源：肥料・飼料・エネルギーの依存度と代替可能性

• 調達構造：調達・在庫・備蓄（国際関係）

日本の農業・食料システムの本質課題は、

 「 レジリエンス（耐性・回復力）の不足 」
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メガトレンドからみる人類の課題

技術
変動

気候
変動

社会
変動

人口
変動

次世代情報通信

次世代サイバー防御網

デジタル公共インフラ

AIとその自律経済圏

エネルギーと統合システムの高度化

気候変動に対する適応と強靭化

持続可能な移動・交通システム

自然を基盤とした土地活用

地政学と国家間競争

戦略鉱物とエネルギー転換

社会インフラと先端モノづくり

防衛・宇宙能力の高度化

急速な高齢化

都市化の急進

生産年齢人口減少

出生率の低下(少子化)

技術、気候、社会、人口変動というメガトレンドを基に、グローバルで提唱されているマクロトレンドを抽出
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マクロトレンドからみる人類の課題

“持続可能な未来をつくる” という観点において、想定される課題を抜き出してみると、、、

環境・気候・資源

再生可能エネルギーの拡大

水素・次世代エネルギー商品

輸送・産業・物流の脱炭素化

CCUS・BECCS

循環型経済

廃棄物管理

水供給・水処理・レジリエンス

土壌健全性管理

農林業のレジリエンスと再生

都市の熱リスクと冷房需要

都市・社会の持続性

スマートシティ・都市居住モデル

スマート建設

災害管理システム

社会参加・コミュニティ支援

健康アクセス・統合ケア

デジタルが支える持続可能性

持続可能なデータ基盤

AIガバナンス

スマート農業

エネルギー×AI×ネットワーク管理
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水・CO₂・エネルギー効率
衛生・品質安定

殺菌・ろ過・熱管理
省エネ・歩留まり

温度・湿度管理
トレーサビリティ・コスト

安全・美味しさ・健康気候リスクや市場変動に
対する耐性をもった設計

食のバリューチェーンからみる日本ガイシが貢献できること

各工程で発生するフードロス削減
素材の全量活用

バリューチェーン
とその課題

日本ガイシ

生産
（農業・養殖・培養）

加工・保存 物流・小売
（コールドチェーン）

提供・消費

セラミック技術によるろ過・分離／ガス浄化／耐熱・耐食／エネルギー連携

… …

資源循環

…
前工程

（原料調達・設計）
…

二次電池
EnerCera

セラミックス膜
蓄電池

DAC ヒーター

マイクロレンズ



© 2 0 2 5 N G K  I N S U L A T O R S ,  L T D .

持続可能な“食”インフラ実現にむけて

NGKは、産業が回り続けるための  “  黒子  ”  です。

そしてこれからも、なんでも技術で変えていく。

皆様と一緒に持続可能な食のインフラ実現を目指します。
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